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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7932 3,9065 2,99% 4,26% 3,6374 3,9158

対円 JPY 29,21 28,14 -3,66% -4,73% 30,08 27,71

対ユーロ BRL 4,3153 4,4159 2,33% 3,98% 4,1646 4,4568

対ドル JPY 110,82 109,92 -0,81% -0,70% 104,87 112,14

対ユーロ JPY 126,04 124,24 -1,43% -0,98% 118,71 127,50

Index 96.729 93.735 -3,10% -4,24% 100.439 87.536

bps 163,30 177,92 8,95% 7,92% 209,52 149,43

% 8,76 9,13 4,22% 2,05% 9,24 8,70

% 6,36 6,48 1,97% 0,62% 6,69 6,32

% 2,60150 2,60988 0,32% -1,37% 2,8039 2,5933

Index 185,37 184,15 -0,66% 0,05% 185,88 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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Treasury Department

先週末のドルレアルスポット相場は、Ｔｅｍｅｒ元大統領の拘束に加え、年金改革法案のキーパーソンと
してマーケットから評価されていたＭａｉａ下院議長が、「議会との折衝を断念する」と報じられたことで、
年初以降から高まっていた法案承認に対する期待感が大幅に後退し、取引開始直後からレアル売り
が加速。これまでの上昇分をほぼ吐き出し、３．９０台後半に到達すると、過去最高値の１０万ポイント
乗せを達成したボベスパ指数も前日比３％超の下落率を記録。年金改革法案前進の気運が高まった
Ｔｅｍｅｒ政権時に、ＪＢＳショックで全てが振り出しに戻った当時（２０１７年５月）を彷彿とさせる展開となっ
ている。同下院議長の義父にあたるＭｏｒｅｉｒａ Ｆｒａｎｃｏ氏が拘束されたことで政権との亀裂が生じてい
るとの不安が高まる中、Ｓｅｒｇｉｏ Ｍｏｒｏ法務相とＢｏｌｓｏｎａｒｏ大統領の息子であるＣａｒｌｏｓ Ｂｏｌｓｏｎａｒｏ
氏とソーシャルメディアを通じて汚職防止法案を巡って批判の応酬を繰り広げるなど、同下院議長と
政権との溝が深まっていることは明らかであり、早くも法案承認に暗雲が立ち込めている状況。同下院
議長の出身母体であるＤＥＭ（民主党）指導者であるＮａｓｃｉｍｅｎｔｏ氏もインタビューに応じ、「政府が
提出した寛大すぎる軍人年金法案に議員も我慢の限界に達しており、議会との交渉も後退せざるを得
ない」と否定的なコメントを残している。また、先週２０日にＩｂｏｐｅが公表したＢｏｌｓｏｎａｒｏ大統領個人に
対する支持率は、１月実施対比１６％も悪化しており、国民の期待を一身に背負って発足した新政権に
対する懐疑的な見方が拡がっていることも、足許のブラジルマーケットのネガティブな反応を助長して
いる（なお、ハネムーン期間と呼ばれる政権発足最初の１００日間の支持率を比較すると、今回の同大
統領に対する支持率は、同じ期間のＬｕｌａ大統領とＲｏｕｓｓｅｆｆ大統領よりも低い水準となっている）。


